




　　The purpose of this paper is to conduct an inquiry into what will be of import in activities 
concerning natural and social experience - considered to be of chief importance in scholastic 
development for "new abilities" such as will, interest, and attitude - by clarifying the characteristics of 
the changes thereof.
　　The study utilizes data from the National Institution for Youth Education to calculate "Experience 
Scores" for use in the analysis. Experience Scores from before entering elementary school, from the 
lower grades, and from the upper grades in elementary school were set against each in other in order 
to find relationships as well as overall trends.
　　The analysis yields the following results: 1. There is not much natural or social experience 
before elementary school. 2. There is more natural and social experience before elementary school in 
the younger generation, and upon entering school the differences between individuals are smaller. 3. 
Middle school students and those in their 20s do not have very active social or natural experiences in 
elementary school. 4. Those with lots of natural and social experiences at one level tended to also have 
a lot in the next. 5. Those above their 20s (especially 40s and up) shows an increase in natural/social 
experience after entering elementary school regardless of their point status before entering it. 6. The 
young generation (particularly high school juniors to those in their 30s) has fewer natural and social 
experiences in the upper grades in elementary school. 7. There is a tendency in the young generation 
for those with few natural and social experiences to have even fewer going forwards.
　　For the children who are getting fewer natural and social experiences during early periods, we 
must consider making devices that either increase such experiences or serve as an alternative. There 
is also a need to more deeply analyze the relationship between such experiences and the cultivation of 
abilities and talents. 
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ついては，深谷・深谷・高旗編（2006）において 2 章 10 節にわたって詳細に説明がなされ

































を対象にした「青少年調査」と，20 代～ 60 代の成人 5,000 人を対象とした「成人調査」の




















　機構調査では，小学校に通う前（幼稚園や保育園等），小学校低学年（1 ～ 3 年生），小学
校高学年（4 ～ 6 年生），中学校の 4 つの時期について尋ねているが，調査対象によっては


















　記述統計量を見ると，入学前には平均値が 14.3 と半分（20 点）を大きく下回っており，



























（60 代では，5.8％が得点 0 である12）。
　記述統計量を確認すると，まず歪度から上記のことが裏付けられる。すなわち，小学校 5
年生・6 年生では相対的にゼロに近い値（偏りの小さい分布）を示している一方，30 代の 0.63
をはじめ，40 代～ 60 代で高めの値を示している（右裾が長い）。中央値は高い世代のほう
が低くなっており，若い世代のほうが相対的に自然・社会体験が多いことを示す（平均値を
見ても，一部を除いてそれを裏付けている）。尖度については，中学校 2 年生と高校 2 年生
で相対的に大きい値を示しており，尖った形に近い。また，成人調査の対象となっている世
代では標準偏差が高く，広い範囲に分散していることも裏付けられる。
　同様に，低学年経験得点の分布と記述統計量をまとめたものが図 3 及び表 4 である。図 3
を図 2 と比べると，どの世代も分布の偏りが小さくなっているように見える。ただし，年代




別には小学校 5 年生・小学校 6 年生・中学校 2 年生・高校 2 年生と比べて，20 代以上のほ
うが広い範囲に分布しているように見える。
　記述統計量を確認すると，歪度は0.06（20代）から0.30（中学校2年生）の間に収まっており，
入学前の値よりはやはり小さくなっている。平均は小学校 6 年生～高校 2 年生（特に中学校
2 年生）でやや低いが，総じて 30 代以上の平均値が高くなっている上，40 代・60 代では中
央値も 19 と高い。
　尖度を見ると，高校 2 年生で 0.09，小学校 6 年生で -0.08 と相対的に大きな値となってお
り（尖った形となっており），上述のような分布の状況を裏付けている。反対に，20 代で
-0.40，40 代で -0.30，50 代で -0.36，60 代で -0.51 と小さな値となっている（すなわち，扁平
な分布の形となっている）。標準偏差を見ても，中学校 2 年生以下が 6 点台，高校 2 年生で
7 点台，20 代以上で 8 点台と，徐々に大きくなっている。単純な比較は難しいことは再度繰
り返すが，個人による自然・社会体験の度合いの差が，現代の子どもは昔より小さくなり，
多くの子が同程度の経験をしていることを示しているのかもしれない。
　同様に，高学年経験得点の分布と記述統計量をまとめたものが図 4 及び表 5 である。高学
年経験得点の分布については，低学年経験得点のそれと似ているように見える。つまり，高
校 2 年生以下でより近い得点の中に分布しているように思われる。
　平均値を見ると小学校 5 年生・6 年生や 30 代以上でやや高く，中学校 2 年生・高校 2 年生・
20 代ではやや低い値を示している（低学年時は，小学校 6 年生～高校 2 年生で低い値となっ
ていた）。真ん中の世代が，経験が少ない世代であったのだろうか。同様の傾向が，中央値
においても読み取ることができる。
　歪度に着目するとすべてプラスではあるが，50 代・60 代ではほぼ 0 の値（すなわち，正



















　図 5 は，2 時点間の経験得点の分布を散布図13）にて示しており（左は入学前経験得点と低





































　図 7 は図 5 左を年代別に見たものであり，図 8 は図 6 左を年代別に見たものである。散布
図を見ると，小学校 5 年生～高校 2 年生までと比べて，20 代以上の場合には入学前経験得
点よりも低学年経験得点が上回るケースが相対的に多いように見える（y=x の補助線の上
にプロットされるケースも，相当程度存在する）。図 8 を見ると，それと関連することがわ
かる。特に 40 代・50 代については，入学前経験得点が高かったとしても，平均変化はほぼ
0 以上である（下回らない）ことが見て取れる。60 代についても，もともと 1 人しかいなかっ









　また，平均変化の符号が変わるポイントは小学校 5 年生で 23 ～ 25 点付近，小学校 6 年生
で 21 ～ 24 点付近，中学校 2 年生で 24 ～ 27 点付近，高校 2 年生で 30 ～ 32 点付近，20 代
で 29 点付近，30 代で 31 ～ 33 点付近となっており，若年のほうが入学前経験得点が低くて
もマイナスに転じやすい傾向が見られる。







ることが見て取れる。特に 20 代や 30 代については，補助線よりも下にプロットされている
ケースが多いように見える。図 10 を見ると，やはり 20 代・30 代や高校 2 年生は低学年経
験得点が低くても高くても，マイナスに伸びているのが目立つ。それに比べて 50 代・60 代
はマイナスになる群は多くないように見える。
　また，平均変化の符号が変わるポイントは小学校 5 年生で 19 ～ 21 点付近，小学校 6 年生
で 16 ～ 19 点付近，中学校 2 年生で 16 点付近，高校 2 年生で 10 ～ 14 点付近，20 代で 5 ～
9 点付近，30 代で 6 ～ 10 点付近，40 代で 18 ～ 22 点付近，50 代で 20 ～ 22 点付近，60 代

















が見られた。しかし年代別に見ると，低学年への移行に際しては，20 代以上（特に 40 代以上）
の世代は入学前にどれほど自然・社会体験が多いか少ないかによらず，入学後に自然・社会


































２） 同答申では学力の三要素について，「( ⅰ ) これからの時代に社会で生きていくために必要な，「主体性を
 持って多様な人々と協働して学ぶ態度（主体性 ･ 多様性 ･ 協働性）」」「 ( ⅱ ) その基盤となる「知識 ･ 技能
 を活用して，自ら課題を発見しその解決に向けて探究し，成果等を表現するために必要な思考力 ･ 判断力
 ･ 表現力等の能力」」「( ⅲ ) さらに その基礎となる「知識 ･ 技能」」としている。なお，学力の三要素自体は，







６） 前者の回収数は第 1 回 3,226 人，第 2 回調査 2,793 人で合計 6,019 人，後者の回収数は青少年調査 11,014 人，








９） 機構調査の対象に従い，小学校 5 年生・小学校 6 年生・中学校 2 年生・高校 2 年生・20 代・30 代・40 代・
 50 代・60 代の 9 つの年代別に分析する。
10） 左右対称の時に 0，左に裾が長い時に負（－），右に裾が長いときに正（＋）の値となる。
11） 正規分布の時に 0，扁平な分布の時に負（－），尖った分布の時に正（＋）の値となる。
12） Web 調査で行われた成人調査で収集されたデータについては，無回答が存在していない。調査上・集計
 上の課題の可能性についても，考慮に入れておいてもいいかもしれない。
13） 重ならないようにジッタリングしているが，たくさん点が集まっているところは濃くなっている。
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